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１．調査の概要 

1990年の改正出入国管理法の施行からすでに20年以上が経過した現在、日本で暮らすブラジ

ル人は21万人にのぼり、滞在の長期化、定住化も進んでいる。ブラジル人の子どもの教育に関

してこれまで学校現場で様々な取り組みがなされてきた。 

外国人教育に関する研究はここ数十年の間に多く行われているが、その調査対象となってい

るのは子ども、保護者、教師がほとんどであった。学校現場で働く外国人支援者（日本の学校

に通う児童生徒の言語、学習、適応などに関して支援活動を行っている外国にルーツを持つ者）

についての研究はあまりなされていない。これまでの外国人教育は日本人教師、支援者が中心

となっており、外国人支援者の役割は通訳などの補助的なものとされていた。しかし、外国人

教育支援者が外国人の子どもの言語やアイデンティティに共通点があることに鑑みれば、多く

の課題を抱える外国人の子どもを支援する上で彼らの役割は大きい。 

本報告では子どもと同じ母国語、文化的背景を持つ外国人教育支援者の視点から外国人の子

どもの教育のあり方を捉え直していく。特にブラジル人教育支援者に焦点を当て、彼らが支援

に携わる意義をインタビュー調査から明らかにしていきたい。そして、外国人教育支援者が子

ども、保護者、教師とどのような関わりを持っているのかを考察する。 

 

２．調査の対象と方法 

 本研究では浜松市の小中学校で外国人の子どもの支援を行っているブラジル人教育支援者

13人を対象に2011年8月から11月にかけてインタビュー調査を行った。方法は半構造化インタ

ビューで、一人につき60分～120分を費やした。使用言語は日本語。会話は本人の了解を得て

すべてカセットテープに録音し、文字おこしを行った。インタビュー内容は主に彼らが支援に



携わることとなった経緯と学校現場での支援の様子についてである。その他には浜松市教育委

員会、浜松市立小中学校、NPO団体を訪問し、外国人担当者、学校管理者にインタビューを行

って支援者を取り巻く現状についてもデータを集めた。 

 

３．考察 

 外国人教育支援者はまず「学習の支援者」として子どもと関わっている。母語と日本語を駆

使して、子どもの学習のつまずきに気づくことができる。そして、子どもの言語能力、学力を

把握し、教師と連携して個々の子どもに合った指導を行うことができる。 

次に、「母文化の共有者」として外国人教育支援者は子どもや保護者と関わりを持っている。

外国人教育支援者の中には、自身が日本で学齢期を過ごし、日本の教育を受けてきた者がいる。

そのような支援者の場合、子どもが今、経験している言語習得の困難や異文化に対する戸惑い

を理解して、支援に当たっている。また、日本で子育てをした経験のある支援者の場合は保護

者に対して自身の子育て経験を活かしたアドバイスが可能となる。母国で教育を受けてきたた

め日本の学校制度が分からない保護者にとって、同じ経験をしてきた外国人教育支援者は良き

相談相手となっている。 

そして、「学校文化の翻訳者」として外国人教育支援者は保護者と教師をつないでいる。保

護者と教師は使える言語が異なるため、上手く情報伝達できず、トラブルがおきやすい。そこ

に外国人教育支援者が通訳として加わることで双方が安心して話し合うことができるようにな

る。学校行事、宿題、授業などで文化の違いから学校と家庭の狭間で板挟みになっている子ど

もの様子に気づき、彼らの相談に乗ることもできる。 

このように、外国人教育支援者は二つの言語、文化を持ち合わせていることで、子どもをは

じめ、保護者、教師をつなぐ役割を担っている。 
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